









































































































の観点から f公衆の科学理解jを分析する近年の研究(Gross，A. G. ， 1994， 
τhe role of rhe主oricin the publ ic understanding of science， Publ ic 































5 理科教育の結果，むしろ誤った科学載を広めているという意味で， i教育汚染j と言ってもよ
いだろう r~い科学観J (i科学コミュニケーション論」藤垣裕子・賓野喜幸編，東京大学出版
会， 2008)をJ.b.めていると言う点で，いわゆる「ニセ科学批判J~こも民様の問題が見える.
6 PISA 2006: OECD， Programme for International Student Assessmen土 2006， Student 
performance in an international comparison.例えば， ドイツ・ライブニッツ研究所ホームペ
ージ上の資料 (http://pisa.ipn・uni-kiel. de/pisa2006/PISA-2006_Broschuere_eng. pdf)の 7
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